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１．提出物
(1) 講演要旨　A4  2段組　1枚

 (カメラレディ原稿, 2部郵送)

(2) Web講演論文　A4  2段組　10枚以下，ただし2MB以内　[PDFファイル (via ftp)]

　今年度より，講演論文集をWeb化し，講演要旨集のみの発行とします．講演要旨のカメラレディ原稿は，シンポジウム事務局宛て郵送とし，Web講演論文は，FTPによるPDFファイル投稿と致します．
Web講演論文は，以下のようにPDFファイルに変換して下さい．まず，Word, TeX等適当なソフトウェアを用いて，図表をすべて電子ファイルに貼り込んだ原稿を作成して下さい．その後，Adobe社製ソフトウェアAcrobatを用い，Acrobat3.0互換フォーマットでPDFファイルに変換して下さい．

　Word97用サンプルファイル (style2000-97.doc)，Word2000用サンプルファイル（style2000-00.doc），TeX用スタイルファイル・サンプルファイル (Jcfd9.sty, Jcfd14.sty, samplej.tex, samlefig.eps)をWeb上に公開しますので，それらをダウンロードしてお使い下さい．

　PDFファイルの作成が困難な方は，事務局までE-mailでご連絡下さい．

２．原稿用紙
　A4版の白紙の上下に20 mm，左右に15 mmの余白をとり，本文は原則として9ポイントの文字を使用して印字して下さい．また，表題・著者名等の部分を除いて2段組みで作成して下さい．英文原稿も受け付けますが，その場合でも2段組みと左右の枠を守って下さい．
３．体裁 (講演論文，要旨とも同じ)
・邦文表題：14ポイント・ゴシック体, Arialフォントで用紙中央に印字する．なお，表題，著者名の変更はできません．
・英文題目：12ポイント・Arial, Helvetica, cm(bold) フォントで用紙中央に印字する．Main Wordsの最初の文字のみ大文字とする．
・邦文著者名：10ポイント・明朝体で英文題目との間を1行空け，著者氏名と所属機関名略称，住所，（可能ならば）E-mailアドレスを書く．
・英文著者名：10ポイント・Times, Times New Roman, cmフォントを用い，英文で著者名，所属機関名，住所を書く．
· 英文要旨：9ポイント・Times, Times New Roman, cmフォントを用い，英文著者名との間を1行空け，100～150words程度の英文要旨を幅150 mmに収まるように印字する．
・本文：英文要旨との間を1行空けて書き始める．
· 図表：鮮明かつ適当な大きさのものを適当な位置に貼付する．図表中の文字及び表題，キャプションは英文とする．
Fig. 1 A sample of figures.

・文献：例えば，この(1)ように引用し，末尾にまとめて下さい．
４．別刷り等
　別刷りは作りません．また，提出された原稿は返却致しません．
５．Web講演論文原稿，講演要旨原稿提出期限
　講演要旨原稿　　：2000年11月22日（水）

　Web講演論文原稿：2000年12月15日（金）
　（注）締切りをぎりぎりまで遅らせています。提出期限を厳守して下さい。

６．原稿提出先

(1) カメラレディ講演要旨原稿　2部　郵送

　〒162-8601　東京都新宿区神楽坂1-3
東京理科大学工学部機械工学科
　　　
山本　誠
　
FAX: 03-3260-4291
　
E-mail: yamamoto@me.kagu.sut.ac.jp
※問い合わせは，FAXまたはE-mailにてお願いいたします．
(2) Web講演原稿（PDFファイル）

以下のようにPDFファイルを転送して下さい．
ftp wwwsoc.nii.ac.jp
（ログイン名とパスワードは，講演者ごとにE-mailで

お知らせいたします．）
ftp> cd /home/jscfd/cfds14/paper
ftp> binary

ftp> put ???.pdf (注)

ftp> quit

(注) A01-1.pdfのように，ご自分の講演番号をファイル名として下さい．講演番号はWeb上でお確かめ下さい．
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